
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

富山市長 長

産業廃棄物処理計画書

(第 1 面)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第松条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

事業場の名称

提出者

住所富山市会海岸通3番地

氏名三菱ケミカル株式会社富山事業所

事業所長井上吉明

電話番号 076-437-1510

事業場の所在地

令和6年6同 21日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

画

①事業の種類

期

三斐ケミカル株式会社富山事業所

②事業の規

冏

富山市海岸通3番地

③

令和6年4月1日~令和7年3月3 1日

従

製造業化学工業

業

④産業廃棄物の
一連の処理の工程

出荷額

数 455名

別紙(処理工程)のとおり

細本産業規格 A列4番)

模

ヨ
ロ

伽
貝



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

別紙記載の通り

(第 2 面)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【荊年度(令和 5年度)実鎖】

産業廃棄物の種類_

排

(これまでに実施したⅡ蹄田

出

②訓'画

【目標1

別紙の1とおり

産業廃棄物の種類_

"女'

排

廃棄物の分別に関する事項

(今後実施する予定の取組)

①現状

出 量_

(豆)引'画

別紙の1とおり

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取ネ田

廃棄物保管場所パトロールを実施し、分別のチェックを実施。
埋立て処分品目の分別を強化し、りサイクルを推進。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

廃棄物保管場所パトロールを実施し、分別のチェックを尖施。
埋立て処分品目の更なる分別を強化し、りサイクルを推進。

量



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度(令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類_

白ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

(第 3面)

(これまでに実施した取*田

該当なし

実績なし

②計画

【目標】

実績なし

産業廃棄物の種類_

倒ら行う産業廃棄物の中問処理に鬨する事項

ら再生利用を行
業廃棄物の

(今後実施する予定の取組)

該当なし

計画なし

①現状

【前年度(令和5年度)実鞁】

産業廃棄物の種類_

ら熱回収を行った
業廃棄物の量

白ら中問処兇により減世した
産業靡乘物の址

にれまでに実施した取き助

汚泥脱水工程の安定運転継続による廃棄物重量の削減。

②剤'画

【目標)

汚泥

産業廃棄物の種類_

怜54.2

白ら中問処理により減量する
産巣座棄物の量

熱回収を行
廃棄物の

(今後実施する予定の取ネ田

汚泥脱水工程の安定運転継続による廃棄物重最の削減
生産形態変更により、ν10程度になる予定

1弓泥

135.4

う
量

自
産

自
産

う
量

ら
業

幽
産



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度(令和 5年度)実績】

産業廃菜物の種類_

自ら埋立処分又
海洋投入処分を行っ
産業廃棄物の

(第4面)

(これまでに実施した取組)

該当なし

②計画

【目標】

実績なし

産業廃棄物の種類

ら埋Ⅱ凡分又 1=

海洋投入処分を行う
産業廃棄物の f

産業廃棄物の処理の委託に関する事項別紙2のとおり

(今後実施する予定の取細)

該当なし

計画なし

【前年度(令和 5年度)実鞁】

産業廃棄物の種類_

①現状

全処理委託量_

優良認定処理業者への
処理委託雌

再生利用業者への
処理委託 r

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業耆への
処理委託量

(これまでに実施した取*田

は
た
量



【目標】

産業廃棄物の種類_

全処理委託量_

②計画

別紙2のとおり

(第 5 面)

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
凡理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
[理委託量

(今後実施する予定の取ミ田

※事務処理闇

.



イ加考

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
と。

2

3

御①柳には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
②②拙には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実鞁)、建設業の場合における元請
完成工事高(前年度実績)、医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ
事業規模が分かるような前年度の実鞁を記入すること。

櫛④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
での一連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項」の桐には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
問処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中問
処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、同標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の闇には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清帰に関する法律施行
令第6条のⅡ第2号に該当する者)への処理委託最、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第巧条の3の3第1項の認定を受けた者)であ
る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
の焼却処理委託量について、前年度実績、同標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき亊項の全てを記入することができないときは、当該欄に賜嘱氏のと
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
種類が3以上あるときは、前年度実績及び丹標の棚に賜嚇氏のとおり」と記入し、当該欄に記入
すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
は、「ー」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。

(第 6 面)



廃棄物処理に係る管理体制

三菱ケミカル開富山事業所では、レスポンシブルケアのひとつである環境保全推進のために、環境管理システ
ム(1S014001)認証取得し、その活動のひとつとして、外部処分量の削減に加え、廃棄物発生原単位
の削減の目標を定め継続的改善を積極的に行っている。

廃棄物担当

環境安全・品質保証部

環境安全・品質保証部環境・安全G

廃棄物部会

役 産業廃棄物管理部門

0廃棄物処理に関する検討

廃棄物の発生抑制、減量化、循環利用(再使用・再生利用・熱回収)、適正処理の
推進、計画的な廃棄物の権利運営を行う上で必要な事項を検討する。

・委員長一事業所長

害11

・事務局一環境安全・品質保証部

0廃棄物処理方針の策定

0廃棄物処理計画の作成

0廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

0処理業者、再生利用業者の稠査、選定及び管理

・委員一関連部署製造部長等

0工場の廃棄物管理規定の策定・改廃

0廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認

0産業廃棄物管理票の管理

0特別管理産業廃棄物管理責任者等の設置

0監督官庁への各種報告

0社員、関連会社に対する教育、啓発

0その他関係する事項

製造部門
(各工場)

環境管理委員会

普通の産業廃棄物

産業廃棄物管理部門

廃棄物担当者会議

動力課

特別管産業廃棄物

特別管理産業廃棄物管理責任者



図1 アセテート製造都(アセテート織雜製造工程)

フィラメント
原液

コレー,空袋

図2 樹脂製造部(フウリル樹脂製造工程)
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別紙1

産業廃棄物の排出の抓制に関する昇頂

①現状

【前年塵(令和5年度)実鞁】

産業廃棄物の種類_

排

(これまでに実施した取組)
・各工場ごとの排出量を毎月の安全衛生委員会で事業所内に周知。排出量の可視化により排出抑制を意識付け。
・廃棄物担当者会議{2回/制を開催し、分別教青を実施。
・排出抑制について課内教育を実施。
・安定運転継統による製品ロス削減。
・事業所ゼロエミッション倒標の達成と埋立て量の削減を継続(2023年疫ゼロヱミッション目標0.2%→実毅W.002%迷成)

出

②計画

量

【目標】

汚泥

産業廃棄物の種類_

3659.1

別紙2

産業廃棄物の処理の委託に関する游項

5713.1 じ

排

(今後実施する予定の取組)
・各工場ごとの排出量を毎月の安全衛生委員会で事業所内に周知。排出量の可視化により排出抑制を意識付け。
・廃棄物担当者会議(2回/年)を翻催し、教育を実施。
゛非出抑制について課内教青を実施。
・安定運転継続による製品ロス削減。
・出業所ゼロエミッション目標の迷成と埋立て挺の削減を継続(2舵4年座ゼロエミッション目標0.器→0.1%に変吏)

廃油

出

92、 3

廃酸

量t

汚泥

川7.3

廃アルカリ

27腿.開

5115.4 t

廃油

町.8

【前年度(令和5年度)実鎖】

恥プラスチック類

①現状

106.2

産業廃棄物の種類_

全処理委託暴t

廃酸

642.0

木くず

優良認定処皿業"への
処則妥託址

123.4

廃アルカリ

168.2

π

認定熱回収
理委

金屈くず

丑

112、 4

認定熱回収業占以外の
熱回収症行う業井への
L 凹!委託址

1 ξ、

汚泥

脆ブラス亨・ツウ知

(これまでに実施した取ミ田
・定期的な現地確認(処理状況、維持管理状況、碕辺状況等)の実施による委託先の適正処理状況の把握と指導。
・産業廃棄物管理票(マニフェスト)の廃掃法遂反を防ぐ自社のシステムを使用し、管理を徹底する。
・再資源化の挑進に向けた最適な委託先の羽査探索を実施し、事業所ゼロエミッション目標の達成と埋立量の削減を継続。

'へσ)
■*

104.0

e

2279.3

ガラスくず

'者への
託最

43開,2 t

7開.3

995.9

廃油

木くず

20腿.3

12.2

【目標】

②計画

燃え殻

92.3

74.2

193.4

産業廃棄物の種類_

廃酸

92.2

金属くず

全処理委託量t

8.4

0.0

2.5

がれき類

107.3

廃アルカリ

優良認定処理業者への
処理委託推

13.3

Π9.6

107.3

ガラスくず

3.5

21.3

腿.6

認定熱回収
処理委

ばいじん

1用

97,8

」.

廃フラスチッケ断

18.0

認定熱回収巣"以外の
熱回収を行う業占への
処理委託 li

N,0

97.8

汚泥

燃え殻

(今後実施する予定の取組)
・定期的な現地確認(処理状況、維持管理状況、周辺状況等)の実施による委託先の適正処理状況の把握と指導。
・産業廃棄物管埋票(マニフェスト)の廃掃法違反を防ぐ白社のシステムを使用し、管哩を徹底する。
・再資源化の推進に向けた最適な委託先の胴査探索を実施し、事業所ゼロエミッション目標の迷成と埋立量の削減を継続。
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0.0
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がれき類
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489.3

水銀使川製品

1.フ

168.2

106.2

66.8

85.4

金属くず

24.5

106.0

廃酸

ばいじん

8.9

腿,4

168.2

9,フ

0.9

廃電気桜械器具

2.9

104.0

123.4

ガラスくず

廃アルカリ

926.9

15.3

104.0

123.4

混合廃棄物

103_フ

101.8

4,0

112.4

0.2

12.2

廃電池類

20,フ

旋プラスチッウ顯

繋太え;役

H2.4

2.0

水銀使川製品

12.2

0,0

10.8

46.3

7腿.3

0.0

0,0

がれき類

0.0

木くず

4認.1

靡電気機械器只

1.0

0.0

55.6

562.フ

0.0

193.4

21.3

76,8

ぱいじん

金属くず

21.3

10.2

0.2

廃電池類

78,フ

193.4

幻.3

806.0

119.6

混合廃簗物

ガラスくず

0.0

U9.6

0.0

0.1

806.0

H9.3

0,0

14.0

1.フ

水纓使川製品

0,0

燦1え売受

14.0

1.フ

0.0

12.5

1.フ

0.9

廃電気機械器貝

0.0

がれき類

0.0

0.9

0.0

0.0

0,9

0.0

24.5

ばいじん

0.0

0.2

廃電池類

24,5

0.0

0.0

24.5

926.9

0.2

混合廃棄物

0.0

0.0

0.0

926.9

0.0

0.0

0,0

2,0

水銀使川製品

0.0

2.0

0.0

2.0

1.0

廃電気機械器具

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

0,2
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0.0

0.0
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0.0


